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みなさんこんにちは、火曜日担当のMS です。今回
も引き続き、論文執筆の取り組み方についてお話しし
ます。今日のトピックは、先行文献リストです。 
前回紹介したリンクを使って先行文献を探してみる
と、論文、書籍、辞書など、いろいろな資料が手に入
ったと思います。それを実際にどうやってまとめてい
くのか、整理をする方法として先行文献リストをおす
すめします。 

先行文献リストをおすすめする理由は、大きく分け
て3 つあります。まず、どのような先行文献があるか
を見返すのが楽になります。次に、レポートの先行文
献リストを書くのが楽になります。最後に、文献ごと
の主張の違いを見やすい形で整理できます。 

もちろん、短いレポートであれば、レポート内の参
考文献リストにまとめながら書き進めるのも一つの
方法です。ですが、卒業論文のような長いものになる
と、逐一見返すのが難しいことがあります。また、単
に文献で言われていたこと自体を忘れることもあり
ます。 

ですので、どの文献で何が主張されていたのか、関
心を持った個所などをメモすることをおすすめしま
す。そうすれば、後から文献の出所を見返すのが楽に
なるうえ、参考文献リストを書くのも楽になります。 
さて、実際に先行文献リストをどう書くかということ
ですが、とくに定まった書き方はありません。みなさ
んが一番やりやすい方法でまとめていただくのが一
番かと思います。参考までに、私が卒論を書いていた
ときに使っていた体裁をお見せします。 
 
(本の場合) 
 著者名 (作者名): ○○ 
 作成年: ○○ 
 書籍のタイトル: 『○○』 (洋書の場合、括弧な

しのイタリック体) 

 出版社の場所と出版社名 (日本の出版社の場合、
場所は書かなくてよい) 

 トピック: 〇〇 
 引用したい個所: 〇〇 
 ページ数: ○○ 
 
(論文の場合) 
 著者名: 〇〇 
 作成年: 〇〇 
 論文のタイトル: 「○○」 (外国語の場合、 “〇〇” 

のように書く) 
 収録されている雑誌、書籍の名称: ○○ 
 収録されているページ: ○○-○○ 
 トピック: 〇〇 
 引用したい個所: 〇〇 
 ページ数: ○○ 
 
(インターネットの場合) 
 著者名: 〇〇 
 作成年: 〇〇 (わからない場合はn.d.とする) 
 ページのタイトル: ○○ 
 ウェブサイトまたはサービスの名前: 〇〇 (英語

の場合、イタリック体) 
 最終アクセス日時: 20〇〇年〇月〇日 
 ウェブサイトへのアドレス: 〇〇 
 (動画の場合) タイムスタンプ: 〇分〇秒 
 トピック: 〇〇 
 引用したい個所: 〇〇 
 

先行文献が本の場合、論文の場合、インターネット
の場合の体裁を提示しました。それぞれの媒体で必要
とされる情報が異なるため、先行文献リストの体裁も
それに合わせて変えています。ご参考になれば幸いで
す。 
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今回のLA 通信は以上となります。試験にレポート
など、忙しい日々が続きますが、暑さに負けないよう
に頑張りたいですね。みなさんが実りの多い夏季休暇
を過ごされることをお祈りしています。それでは。 


